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　デジタル技術とDXの進展により社会構造は大きく変化しており、イノ
ベーションの実現には新たな視点が求められています。人間の認知にはバ
イアスがあり、専門性が高まるほど発想が固定化するため、多様な人材の
協働が不可欠ですが、単に背景が異なる人を集めてチームを組成するだけ
では協働は難しく、各々の力をチームの中で引き出す方法論が重要です。
　技術革新を理解する枠組みとして、目的、手段、その活用方法を一体で考
える必要があります。デジタル化による単なる置き換えがデジタイゼーショ
ンであるのに対し、新しい目的そのものを生み出すのがDXです。(図１)
　そのためには、新技術を理解し、それを用いた仕組み設計と到達可能な
目標設定を同時に行う能力が求められます。こうした変化の中で、
Society5.0ではサイバー空間と現実空間が高度に連携し、システム同士が
自律的に統合されることで新たな産業や価値が生まれます。産業はレイ
ヤー構造化し、非競争領域のプラットフォーム化やマッチングによって業務
やビジネスモデルが再構築されます。
　さらに宇宙分野でも低コスト化と技術進化により民間ビジネスが拡大
し、新たな市場が形成されています。
　一方で、技術主導の変革だけでは不十分であり、常に人間中心の視点が
重要です。エレベーター待ちという「やることが無い」時間を、モニターを見
て情報を収集する時間と再定義する例のように、問題の本質を見極め、価
値を再付加することで新たな価値創出が可能になります。(図2)
　最終的には、テクノロジーと多様性を活かしつつ、人々のウェルビーイン
グを高める社会設計が求められています。
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閣府革新的研究開発推進プログラムのマネージャーを経て、2017年度より
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共感～待ち時間を、身だしなみを整える時間へと再定義し、
高付加価値化する例。
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